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藤
田

　徹
也

　議
員

介
護
保
険
事
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

上
島
町
で
は
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
と
介

護
保
険
事
業
計
画
を
一
体

的
に
策
定
し
３
年
ご
と
に

計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
質
の
向
上
」

に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
。

高
齢
者
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画

の
１１
項
目
の
施
策
展
開
の

内
、『
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
質
の
向
上
』

に
つ
い
て
は
【
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】【
介

護
保
険
制
度
や
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
】【
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の

指
導
・
助
言
】【
介
護
支

援
専
門
員
へ
の
支
援
】

【
介
護
人
材
の
確
保
・
定

着
に
向
け
た
取
組
の
推

進
】【
事
業
者
の
評
価
・

公
表
と
監
査
・
指
導
】【
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取

組
】【
介
護
保
険
制
度
の

周
知
・
啓
発
】
の
８
事
業

ご
と
に
決
め
て
い
て
、
今

後
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
収

集
し
、
事
業
所
と
連
携
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
質
の
向
上
に
努
め
て

い
く
。介

護
保
険
事
業
の
悩

み
ど
こ
ろ
は
人
材
確

保
に
あ
り
、
介
護
保
険
事

業
そ
の
も
の
の
運
営
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。
行
政
と

し
て
資
格
取
得
の
全
額
支

援
、
託
児
所
設
置
、
所
得

向
上
支
援
、
介
護
職
へ
の

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

等
、
緊
急
な
対
策
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
う
お
考
え

か
。

介
護
事
業
者
の
人
材

確
保
は
上
島
町
だ
け

で
な
く
、
高
齢
化
の
進
む

日
本
全
体
の
問
題
に
も

な
っ
て
お
り
、
国
が
介
護

報
酬
で
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
加
算
制
度

を
作
っ
て
、
介
護
職
員
が

定
着
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
、
現
在
あ
る
制
度
に
つ

い
て
、
町
民
や
介
護
事
業

所
に
情
報
提
供
を
再
度
行

う
と
と
も
に
、
介
護
事
業

所
の
状
況
確
認
を
行
う
こ

と
か
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

林

　敬
生

　議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
状
況
と
利

活
用
に
つ
い
て

上
島
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

状
況
と
、
報
道
に
も
あ
っ

た
住
民
票
の
誤
交
付
や
登

録
情
報
の
取
違
い
等
を
含

む
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況

と
そ
の
対
策
は
十
分
な
の

か
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
ど
の
よ
う

な
場
面
に
利
活
用
で
き
、

今
後
、
ど
う
い
っ
た
こ
と

に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
、
上
島
町
独
自

の
施
策
も
含
め
て
説
明
を

求
む
。

一 般 質 問
令和5年6月20日に開催された第2回定例会
では、6名の議員が一般質問。理事者側答弁は
個人名省略。また一般質問は質問者が要約。

介護保険の仕組み
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本
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

率
は
、
６
月
４
日
現
在
、

８３
・
９１
％
、
申
請
済
み
の

率
は
、
９１
・
１３
％
。
県
内

で
一
番
高
い
。
住
民
票
の

誤
交
付
は
、
特
定
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交

付
時
に
発
生
し
た
も
の

で
、
本
町
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
構

築
中
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル

は
発
生
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
町
の
職
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
・

公
金
受
取
口
座
の
紐
付
け

等
に
つ
い
て
も
人
為
的
ミ

ス
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
免
許
証
等
持
っ
て
い

な
い
方
の
身
分
証
明
書
、

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明

書
が
コ
ン
ビ
ニ
等
で
町
外

や
役
場
閉
庁
時
間
で
も
取

得
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ

る
。
今
後
は
、
戸
籍
等
も

全
国
の
役
所
で
取
得
が
可

能
と
な
る
こ
と
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
は

じ
め
、
各
種
民
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
取
引
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
見
込
み
。

ま
た
、
町
独
自
施
策
と
し

て
、
書
か
な
い
窓
口
等
の

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
な

ど
、
町
民
に
と
っ
て
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
実
施
し
た
い
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

大
西

　幸
江

　議
員

防
災
無
線
の
利
活
用

に
つ
い
て

防
災
無
線
の
運
用
に

つ
い
て
検
証
し
、
運

用
方
法
の
見
直
し
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。
理
事
者
の

今
後
の
考
え
を
示
せ
。

昨
年
度
の
総
合
防
災

訓
練
で
複
数
の
「
聞

こ
え
に
く
い
」
と
の
情
報

が
あ
り
、
個
別
に
音
量
調

整
に
よ
る
改
善
を
行
っ

た
。
そ
の
後
は
「
聞
こ
え

に
く
い
」
な
ど
の
情
報
は

な
い
。
直
接
、
消
防
防
災

課
に
情
報
が
あ
れ
ば
、
個

別
に
確
認
の
上
、
対
処
す

る
。
町
民
の
意
見
を
も
と

に
都
度
検
証
を
重
ね
、
防

災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
良
く
運
用
し
て
い

く
。
担
当
課
に
伝
え
て
く

れ
れ
ば
１
件
ず
つ
対
応
す

る
の
で
、
情
報
が
入
り
次

第
伝
え
て
ほ
し
い
。
戸
別

受
信
機
の
配
布
は
、
こ
れ

ま
で
要
綱
に
の
っ
と
っ
て

行
っ
て
い
る
。
追
加
で
要

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
対

応
を
し
て
い
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
、

個
人
の
モ
バ
イ
ル
は
、
持

ち
運
び
が
で
き
る
戸
別
端

末
機
と
考
え
、
自
宅
に
居

な
く
て
も
情
報
が
届
き
、

後
か
ら
確
認
も
で
き
る
た

め
、
高
齢
者
の
方
が
使
い

に
く
い
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
再
度
検
討
す

る
。

保
育
の
質
を
向
上
せ

よ
保
育
園
を
統
廃
合
す

る
目
的
は
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
と
い
う
が
、

保
育
園
の
目
的
は
、
保
育

が
十
分
行
え
な
い
状
況
で

あ
る
保
護
者
た
ち
の
手
助

け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

前
提
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
す
る
。
具
体
的
な
条
件

が
示
さ
れ
な
い
中
、
同
意

を
得
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
。
保
育
園
の
統
合
に
関

す
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る

問
題
の
解
決
策
、
具
体
的

な
保
育
の
質
の
向
上
に
関

し
て
答
え
よ
。

３
園
か
ら
２
園
に
統

合
す
る
方
針
。
保
護

者
等
々
関
係
者
と
の
協
議

は
何
回
も
、
何
度
も
や
る

の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

統
廃
合
で
条
件
が
悪
く

な
っ
た
ら
何
の
意
味
も
な

い
。
保
育
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
も
、
検
討
す
る
。

保
育
士
の
配
置
基
準
の
改

善
、
集
団
保
育
に
よ
る
成

長
・
発
達
に
合
わ
せ
た
保

育
内
容
の
向
上
、
経
験
豊

富
な
保
育
士
か
ら
中
堅
、

経
験
の
浅
い
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
で
、
ス
キ
ル
の

向
上
や
情
報
共
有
、
協
力

体
制
の
確
立
、
職
場
の
人

間
関
係
の
改
善
に
つ
な
が

り
、
よ
り
良
い
保
育
環
境

の
提
供
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

濱
田

　高
嘉

　議
員

一
般
廃
棄
物
「
家
庭

ご
み
」
の
処
分
等
に

つ
い
て

　
家
庭
ご
み
は
、「
燃
や

せ
る
ゴ
ミ
」「
不
燃
ゴ
ミ
」

「
資
源
ゴ
ミ
」「
粗
大
ゴ

ミ
」
の
４
種
類
に
大
別
さ
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れ
、
不
燃
ゴ
ミ
を
「
ビ
ン

類
」「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶
器

類
」
の
３
種
類
、
資
源
ゴ

ミ
を
「
缶
類
」「
小
物
金

属
類
」「
有
害
ゴ
ミ
」「
古

紙
類
」
の
４
種
類
に
区
分

し
、
さ
ら
に
古
紙
類
を

「
新
聞
」「
雑
誌
」「
ダ
ン

ボ
ー
ル
」
の
３
種
類
に
細

別
す
る
４
種
１１
分
別
で
、

家
庭
ご
み
は
排
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
家
庭
ご
み

関
連
で
３
問
の
質
問
を
す

る
。

平
成
３０
年
度
の
町
民

１
人
１
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
、
家
庭
系

ご
み
は
９
１
８
ｇ
も
あ

り
、
国
の
平
均
６
３
８
ｇ

や
県
の
平
均
６
６
１
ｇ
と

比
較
し
て
も
非
常
に
多

く
、
一
方
、
事
業
系
ご
み

は
１
０
１
ｇ
で
国
の
平
均

２
８
０
ｇ
や
県
の
平
均
２

３
４
ｇ
と
比
べ
て
非
常
に

少
な
い
。
こ
の
実
態
の
原

因
分
析
や
排
出
抑
制
政
策

等
に
つ
い
て
。

家
庭
系
ご
み
が
多
い

要
因
は
、
離
島
で
あ

り
町
内
で
ゴ
ミ
を
排
出
す

る
割
合
が
高
く
、
事
業
系

ご
み
が
少
な
い
の
は
、
直

接
搬
入
の
他
、
家
庭
系
ご

み
と
一
緒
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、
区
別
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
排
出
抑
制

対
策
は
、
上
島
町
ご
み
処

理
基
本
計
画
で
は
家
庭

系
・
事
業
系
の
ご
み
総
排

出
抑
制
目
標
は
、
そ
れ
ぞ

れ
８
％
の
削
減
量
と
し
て

い
る
。容

器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
処
に
な
っ

て
い
る「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
」
類
は
「
資

源
ゴ
ミ
」
に
分
別
さ
れ
ず

に
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
。

町
村
合
併
時
に
一
般

廃
棄
物
処
理
体
制
を

一
元
化
す
る
め
の
焼
却
施

設
を
整
備
決
定
す
る
際

に
、
検
討
し
た
結
果
、
施

設
整
備
投
資
及
び
離
島
と

い
う
特
殊
性
か
ら
運
搬
経

費
等
を
考
慮
し
、
有
害
物

質
を
除
去
す
る
性
能
を
備

え
た
上
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
も
焼
却
処
分
と

決
め
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を

焼
却
す
る
に
至
っ
た

経
緯
は
分
か
る
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

へ
の
因
果
関
係
が
二
酸
化

炭
素
増
加
と
明
ら
か
で
あ

り
、
分
別
し
て
「
資
源
ご

み
」
へ
と
方
向
転
換
す
る

時
機
と
考
え
る
が
。

リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

の
確
保
や
整
備
に
課

題
も
多
く
、
検
討
し
て
い

る
が
、
圧
縮
梱
包
機
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
必
要
性

や
費
用
負
担
増
な
ど
、
今

後
精
査
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
法
律
に
基
づ

く
「
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
」
が
２
０
２
１
年
１０
月

に
は
改
定
さ
れ
、
上
島
町

に
於
い
て
も
「
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

計
画
と
家
庭
系
ご
み
処
分

の
実
態
と
の
整
合
性
等
に

つ
い
て
。

「
上
島
町
ご
み
処
理

基
本
計
画
」「
一
般

廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
」

等
の
策
定
時
に
は
、「
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
」
と

整
合
性
を
図
っ
て
い
る
た

め
、
家
庭
系
ご
み
処
分
の

実
態
と
整
合
し
て
い
る
。

宮
地

　利
雄

　議
員

早
く
、
こ
れ
な
い
の

か
救
急
車

岩
城
で
救
急
車
を
依

頼
す
る
と
、
弓
削
の

消
防
署
か
ら
長
い
時
間
か

け
て
来
て
い
る
が
も
う
少

し
早
く
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
例
え
ば
、
救

急
車
を
岩
城
に
１
台
常
駐

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
と
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
他
に
手
段

が
あ
る
か
と
も
思
う
が
、

住
民
が
安
心
で
き
る
よ
う

な
説
明
を
。

町
内
で
は
、
救
急
現

場
へ
の
到
着
時
間
が

２０
分
以
上
か
か
る
事
案
は

２０
％
程
度
だ
が
、
県
内
の

人
口
数
が
近
い
自
治
体
に

お
い
て
も
２３
％
と
な
っ
て

い
る
。「
救
急
車
の
常
駐
」

は
、
人
員
の
確
保
・
施
設

整
備
等
か
ら
適
切
で
は
な

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
岩

城
橋
か
ら
岩
城
港
で
は
道

路
の
狭
い
区
間
が
あ
る
た

め
速
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
現
状
。
現
在
こ

の
区
間
は
道
路
拡
張
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
完

成
後
に
は
時
間
の
短
縮
が

可
能
と
な
る
。
生
名
橋
の

二
車
線
化
が
進
め
ら
れ
、

今
後
も
到
着
時
間
の
短
縮

に
努
め
る
。



上島町議会だより　72号 5

上
島
町
に
は
救
急
車

が
通
る
道
路
に
し
て

は
狭
い
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
よ
う
だ
が
整
備
・
拡
張

計
画
は
あ
る
の
か
。

道
路
拡
張
に
関
し
て

は
、
毎
年
何
か
所
も

県
に
要
望
し
て
い
る
。
宅

地
な
ど
買
い
取
っ
て
道
路

拡
張
と
い
う
動
き
も
、
具

体
的
に
進
め
て
い
る
。
上

島
町
は
道
路
の
狭
い
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
一
気
に

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
愛
媛
県
も
上
島
町

の
道
路
拡
張
・
整
備
に
は

大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
県
道
に
つ
い
て
は
県

に
相
談
し
な
が
ら
、
町
道

に
関
し
て
は
具
体
的
に
救

急
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ

る
か
を
見
定
め
て
整
備
を

進
め
て
い
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

德
永

　貴
久

　議
員

「
腐
る
お
金
」
の
導
入

検
討
を町

を
維
持
・
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
人

口
増
加
施
策
だ
け
で
な

く
、
町
内
人
口
が
減
少
し

て
も
、
町
内
全
体
で
の
消

費
を
増
加
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
の
具
体
策
は
。

地
域
経
済
の
消
費
活

性
化
を
促
進
す
る
目

的
で
、
様
々
な
景
気
対
策

を
実
施
し
て
い
る
が
、
一

過
性
で
は
な
い
「
町
内
全

体
で
の
消
費
を
増
加
さ
せ

る
仕
組
み
」
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。「
腐
る
お

金
」
の
導
入
に
つ
い
て
も

歴
史
的
な
実
績
も
含
め
、

調
査
研
究
の
必
要
が
あ
る

と
認
識
。
現
在
、「
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
決
済
」
に
も
注

目
、
大
型
の
地
域
経
済
活

性
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
町
内
消
費
の
拡
大
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　「
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
」

は
、
発
行
や
管
理
に
多

額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る

が
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
」
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
で
、

中
小
企
業
へ
の
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

導
入
や
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
支
援

な
ど
を
含
め
た
施

策
を
展
開
す
る
こ

と
も
可
能
。
商
工

会
等
と
も
連
携
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
デ
ジ
タ
ル

実
装
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
」

の
分
析
、
研
修
会

等
な
ど
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
は
、
町
内
で

の
滞
在
型
観
光
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
促
進

す
る
た
め
、
更
に
観

光
情
報
発
信
事
業
等

に
力
を
入
れ
、
関
係
・

交
流
人
口
の
拡
大
に

努
め
る
。

（
＊
腐
る
お
金
と
は
、
一
定
期
間
で
ど
ん
ど
ん
価
値
を
失
っ
て

い
く
お
金
）
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第１回

臨時会

　
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
５
月
２６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
４
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
専
決
処
分
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
物
品
売
買
契
約
の
締
結
１
件
の
原

案
を
可
決
。

主な議案等に関する審議結果
○専決処分（上島町税条例の一部を改正する条例）
個人町民税は、税額控除対象となる寄附金を明瞭化。
軽自動車税は、種別割の税率の特例を３年間延長。
固定資産税は、マンションに対する減額適用を受ける場合の申告規定の追加。

○専決処分（上島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
国民健康保険税の課税限度額の引き上げ及び軽減判定所得基準の見直し。

•後期高齢者支援金課税額の限度額を20万円から22万円に引き上げ。
•５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者数ごとの金
額を28万５千円から29万円に引き上げ。
•２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者数ごとの金
額を52万円から53万５千円に引き上げ。

○物品売買契約の締結について（岩城方面隊第３分団ポンプ車購入

事業）
　１、契約の目的　　岩城方面隊第３分団ポンプ車購入事業
　２、契約の方法　　指名競争入札
　３、契約金額　　　2,948万円（税込）
　４、契約の相手方　愛媛県松山市空港通２丁目18番32号
　　　　　　　　　　株式会社新日本ライフテック
　　　　　　　　　　代表取締役　大澤　愼哉

東予地区内にはポンプ車を取り扱っている業者はなかっ
たのか。
　３社応札しているが、東予地方局の管内ではポンプ車
を建造できる業者はない。

○工事請負契約の締結について（弓削高等学校学生寮整備工事）
　１、契約の目的　　弓削高等学校学生寮整備工事
　２、契約の方法　　一般競争入札
　３、契約金額　　　5億8,278万円（税込）
　４、契約の相手方　愛媛県今治市南宝来町３丁目４番地の5
　　　　　　　　　　株式会社河上工務店
　　　　　　　　　　代表取締役　河上　亮一

一般競争入札とは、
　入札情報を公告して参加申込を募り、希望者同士で競争に付して契約者を決める
方式。
　自治体の入札である場合、参加資格の要件を定めることができます。今回の入札
に関しては、上島町のルールとして予定価格を事前公表。東予地方に本社を有する
業者に限って入札を行った。

〈主な質疑〉
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〈主な質疑〉

運営の見込収支はどうなっているのか。
　この寮、或いは教育機関は、利益を追求する施設
ではない。黒字とか、利益があがるという理論をす
べき建物ではない。財源もしっかりと国や県からも
らって、町民の支出を極力抑えている。大きなマイ
ナスにならないように運営していく計画。

実施設計図面なしで予算審議した理由。
　入札中、入札期間が約１ヶ月あった。基本的には
基本設計の図面と変わりがないので提出が今になっ
た。

鉄筋では47年、木造では22年と半分以下の耐用年数
しかないのに、木造でやる意味があるか。
　以前の全員協議会で報告したとおり。

なぜ東予地区に限定したのか。
　県内東予地区でも実績がある業者が存在したので
限定した。

１社のみの応募入札で一般競争入札が成立するの
か。法的に何ら問題がないのか。
　１社でも応札があったら、契約を結ぶ。

河上工務店は、他の自治体ではランクが下がってい
て、２年ほど公共工事には参加していない。技術的
な問題等々も聞いている。
　上島町で実績があり、Aランクの業者である。

２億9,170万円が合併特例債ということだが、どの
ような起債か。
　申請はまだこれからである。国のルールで全体の
70％が交付税として算入される。
　例えば、この２億9,170万円を借りるとなると、
約２億円が町に戻ってくる。

昨年４月26日の資料では４億800万円。今回の契約
は、６億2,000万円になっている理由は何か。
　最初の計画時には、何年も前の他自治体の事例を
参考に担当課が数字を出した。専門的な数字ではな
い。

今回の一般競争入札はどのようなルールだったの
か。
　今までの実績等、或いは経験値等によって上島町
が方向性を決めている。
　国等々は、広く日本から全部自由に業者を入るよ
う言われているが、どう決めるかは各自治体の権
限。なるべく町内を優先させる。今回は、東予地方
局管内で縛って入札している。

落札価格99.9％だが、前回の入札事件のような漏洩
があったのではないか。
　一切ございません。

入札事件を踏まえて、ルールを変えて公平に見える
ようにしてはどうか。
　上島町だけが独自にやっているのではない。他の
自治体を参考にして決めている。法的にも何ら問題
はない。

県立高校なのに、県の予算が800万円。県にもう少
し頑張ってもらえないのか。
　上島町にとって唯一の県立高校である弓削高等学
校を守っていくためには、上島町独自で支援してい
く。愛媛県におんぶにだっこというような段階では
ない。

過疎債、辺地債などもあるが、どの起債が有利か検
討したのか。
　どれも活用できるが、それぞれ枠があるので、そ
の中の枠で一番有効的なのが合併特例債である。
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令和５年6月14日　弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催

令和５年　第２回全員協議会

【協議事項】
○愛媛県立弓削高等学校学生寮の運営（案）について
　令和6年4月1日よりの運営開始に向けて準備中。（運営及び収支（案)について説明)

定員　３０名（各学年１０名)

閉寮日を除く毎日の朝・夕食を提供

管理人・宿直・調理員は３名体制で交代勤務

※調理員については民間委託も検討中。

寮費　３９,０００円／月

〈主な質疑〉
　　大西議員　　・管理人に島おこし協力隊を見込んでいるが令和8年度以降も雇用するのか。

　　教育課長　　・島おこし協力隊の任期は3年で、その後も別の方に交代してもらう予定。

　　大西議員　　・寮費の算出根拠に食費朝300円、夕500円とあるが賄材料費程度なのか。

　　　　　　　　　管理費も15,000円とあるが、寮の運営費に公費（交付金充当）を充てているのに安く

設定しすぎではないか。

　　教育課長　　・食費は賄材料費。寮費は他の自治体等を参考にこの程度が妥当と判断している。

　　濱田議員　　・収支（案）に寮生以外に５名の食費収入を見込んでいるが、誰を想定しているのか。

　　教育課長　　・1名は宿直員。他は寮生以外の離島留学生を想定。

　　濱田議員　　・現在下宿等の留学生の入寮希望は受け付けないのか。

　　教育課長　　・弓削高等学校の留学生のみの受付。

　　大西議員　　・現在下宿等している留学生は入寮できないのか。

　　教育課長　　・現在2年生の留学生1名の入寮（3年時のみ）希望には対応したい。

　　濱田議員　　・寮をつくることにより民業を圧迫しないのか。

　　教育課長　　・民業の方から、食事だけでも対応できないかとの協議のうえで寮生以外の離島留学生

の食事提供を計画した。

　　濱田議員　　・資料から19時頃と見受けるが門限の設定はどうなのか。設定時間が遅いと民業圧迫に

繋がると思われるが。

　　教育課長　　・寮は集団生活の場ということを考慮し、設定していく。

　　林(康)議員　・寮費の設定が安すぎるのではないか。もう少し増やすべき。

　　上村町長　　・教育機関、公共という観点から、適切と考えている。

　　林(敬)議員　・資料から、夏休みは長期にわたり昼食の提供が受けられないと見受けられるが。

　　教育課長　　・長期休暇中は帰省する生徒のことも考慮し調整する。

　　大西議員　　・閉寮日が決まっているのか。

　　教育課長　　・8月11日～17日、1２月２7日～1月3日の間で各7日程度を想定。

概略（令和5年6月14日時点）※検討中であり、実施段階では異なる場合がある。
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上島町が設定する寮費：３９,０００円
　内訳〈食　費〉２4,０００円〔（朝食300円＋夕食500円)×30日〕
　　　〈管理費〉１5,０００円〔光熱水費、維持管理費等〕
建設費用
　（工事費：５億８,２7８万円、設計費：１,９８０万円、施工監理：451万円、地質調査：２２5.5万円、
　　合計6億９３4.5万円・30人…２,０３１.１万円/人)
　（別　途：公民館解体工事（事前調査、設計、解体工事)：合計5,２２９.4万円)
参考（寮費、建設費)
　・伊　方　町：３８,０００円（工事費：２億８,９6１万３千円・40人…724万円/人)
　・久万高原町：３３,０００円（工事費：1億９,76２万4千円・30人…65８.7万円/人)
　・新田高等学校：6９,０００円（153室)

【報告事項】
○第三セクター経営状況の報告

　●株式会社いきなスポレク

　　令和4年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が少しずつ薄れて、利用者が増加する傾向にあった。
しかし、光熱水費等が高い状態にあり、収支に影響を及ぼしている。

� 年度
区分

H9～H31年度平均
（合宿のみH31) R２年度 R３年度 R4年度

体育館関係利用者 4,８75人 ２,5３３人 6,56０人 5,２6１人

プール利用者 １6,57３人 １０,5８7人 １２,4２３人 １5,455人

合宿（宿泊)利用者 ２,９6８人 421人 789人 １,7３7人

　・確認事項等
　　大西議員　　・賃金上昇について株式会社いきなスポレクの方針は。

　　上村町長　　・賃金上昇に向けて精査・検討中。
　　大西議員　　・光熱水費に係る予算は不足しない見込みか。

　　上村町長　　・燃油等については世界情勢も影響するので、都度対応を行う。

　●株式会社いわぎ物産センター
　　営業部門については昨今の物価高騰の煽りを受け、レモンの売り上げが伸び悩み苦戦した。しかし、
製造部門は業務用レモン果実・レモン果皮の販売が好調であった。売店部門・喫茶部門は岩城橋の開通
により昨年度の売り上げを上回り、全体で前年度比108％となった。
　・確認事項等
　　大西議員　　・営業部門の苦戦状況についてどのように分析しているのか。

　　センター長　・世界情勢により物価が高騰している中、主食でないレモンの買い控えがあったと分析
している。

　　大西議員　　・コロナの影響下、センターの家賃の減免を行っていたが今後の対応は。

　　センター長　・今年度は家賃を納付する計画。

質疑の多かった寮費について
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○土生港長崎桟橋改修に伴う生名フェリー運航対応について
　現在生名フェリーが使用している因島側の桟

橋が、共用開始から30年以上経過しているこ

と、大型バス等が乗船できないことが発生して

いることから、利用者の安全性及び利便性を確

保するため、広島県が浮桟橋の改修工事を行う

こととなった。

　そのため、令和５年秋以降（見込)に約6日

間程度長崎桟橋が使用できなくなる。

【代替運航案】※詳細は工期等確定次第周知。

　代 替 航 路：立石港～土生港中央桟橋

　運航ダイヤ：３便／時間（50便／日)程度

○上島町ごみ処理手数料の改正について
　原材料費高騰により、現行手数料では原価割れするため、手数料を改正する。

種類 現行手数料 改正後

指定袋【大】 20円（５円) 30円（５円)

指定袋【中】 20円（５円) 25円（５円)

指定袋【小】 20円（５円) 20円（５円)

燃やせるごみシール 20円（５円) 30円（５円)

旧ごみ袋使用時の
差額用ごみシール

― 10円（５円）

― ５円（５円）

※　（　)販売指定店等への販売手数料は現行どおり

※　9月1日以降新ごみ袋を使用

　　差額シール（10円または５円)を貼ることで旧ごみ袋も使用可能

・確認事項等

　　大西議員　　・4月の全員協議会で示された、ごみ袋【大】の単価より高くなった要因は。

　　住民課長　　・作成枚数を精査したところ、【大】の枚数を減らすこととしたため。

　　大西議員　　・差額シールを作成するのにも費用がかかるが、旧ごみ袋をそのまま使用するわけには

いかないのか。

　　住民課長　　・受益者負担の観点から、手数料に差がある状況を回避するため。

　　濱田議員　　・移行期間があまりにも短すぎないか。1枚５円程度の負担を町民に強いることがどれ

ほど財政の助けとなるのか。

　　上村町長　　・合併当初は各地区の差を調整するのに時間を要した。今回は原価割れを回避するため

に必要なこと。

新しいごみ袋と差額シール
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　今回のごみ袋の値上げは、社会情勢上仕方ないにし
ても、条例で定められた１枚20円で購入したごみ袋を、
行政側の都合で値上げするにもかかわらず、わずかな
移行期間で利用できなくなることは、住民の方との信
頼関係を壊す行為であると感じる。
　また、条例改正後は、以前のごみ袋をそのままで使
えば条例違反だという町長の発言は、住民が意図的に
悪いことをしているかのようにも聞こえる。住民がス
ムーズにごみ袋を移行できる方法を模索するのが本来であって、自分たちの
都合で推し進めるというのは、決して良い結果になるとは思えない。
　新たにシールを貼るというのも、印刷のコスト、販売店の手数料を考える
と、現在持っているごみ袋はなくなるまで、そのまま利用できるよう再検討
してほしい。

　物価上昇に伴い多くの物品、サービスが値上がりす
る中、ごみ袋代の値上げを認めることは町民にとって
負担増となり、簡単に認めてよいかという他の議員の
意見も理解できる部分はある。
　しかし、原価割れした状態を放置した価格設定を続
けることは、町の継続性、受益者負担の観点から、客
観的にみて不適当。金額についても令和元年10月に価
格引下げを行う前の水準に戻すものであり、大幅な価
格上昇とはなっておらず、賛成する。

６月
定例会

　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
20
日
～
28
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
７
議
案
、
報
告
事
項
２
件
及
び
発
議
１
件
を
審
議
し
た
結
果
、
原
案
可
決
。
一
般
質
問
は
６
名
で
し
た
。

主な議案等

○上島町廃棄物の処理及び環境美化に関する条例の一部を改正する

　条例

【主な質疑】
問　シールは何枚作成するのか。また旧ごみ袋の在庫数は。
答　２万枚作成。１枚５円程度を想定。旧ごみ袋はほとんど在庫はない状況。
問　旧ごみ袋がほとんど余らないのならば追加のシール作成は要らない。旧

ごみ袋を使えるようにしてほしい。
答　旧ごみ袋を使用可能にすると、値段が上がる前に大量購入する方も出て

旧ごみ袋が不足する事態も想定され、それらを防ぐため。

反対討論！

賛成討論！

大西幸江 議員

德永貴久 議員
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○上島町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

　町政に対する監視機関としての機能をより一層強化しつつ、更なる議
会改革、行財政改革に取り組むことを目的として、議員定数の削減を行
う。（次回一般選挙から適用）

○工事請負契約の締結について（弓削庁舎空調設備改修工事）
　１、契約の目的　　弓削庁舎空調設備改修工事
　２、契約の方法　　一般競争入札
　３、契約金額　　　6,864万円（税込）
　４、契約の相手方　愛媛県今治市常盤町５丁目１番４号
　　　　　　　　　　越智電機産業株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役　越智　亮平

○物品売買契約の締結について（生名フェリー乗船券自動券売機購入事業）
　１、契約の目的　　生名フェリー乗船券自動券売機購入事業（券売機２台・立石港、長崎桟橋の更新）
　２、契約の方法　　指名競争入札
　３、契約金額　　　745万８千円（税込）
　４、契約の相手方　福岡県福岡市博多区博多駅前四丁目13番地６号
　　　　　　　　　　シンフォニアエンジニアリング株式会社九州支店
　　　　　　　　　　支店長　柿川　誠一

発議する宮地議員

議員定数：14人➡12人

○令和５年度上島町一般会計補正予算（第１号）

電力・ガス・食料品等価格高騰
重点支援給付金� 4,950万円

【主な質疑】
問　住民税非課税世帯にこだわらず、対象を

拡げられないか。
答　住民税均等割世帯も検討。県内他市町を

勘案し現在の対象先に決定。

生活応援商品券負担金� 3,150万円

【主な質疑】
問　以前も同様の商品券配布事業を行った

が、今回の改善点は。
答　昨年度との相違点は、町内に本店を置く

事業所で使用可能な専用券７枚と、町内
すべての事業所で使用可能な共通券３枚
にしたこと。

問　経済効果は。
答　昨年度実施したプレミアム商品券と生活

応援商品券については、両商品券も高い
執行率であり、経済効果は高かったと判
断。

低所得の子育て世帯に対する子育て
世帯生活支援特別給付金� 250万円

【主な質疑】

問　支給基準、支給額は。
答　非課税世帯と１人親世帯に子ども１人あ

たり５万円を支給。
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岩城漁港埋立申請業務� 350万円

【主な質疑】
問　事業概要は。
答　平成24年に埋立申請用基礎資料作成。現時

点での時点修正のための予算。
問　県道工事だが、埋立申請は各自治体が申請

するのか。
答　町の埋立工事があり、愛媛県と協働で事業

を進める。
問　町が埋め立てた場所の使用明細は。
答　明確に使用明細は立てていないが、多目的

広場と駐車場を検討。

移住・定住・交流推進
支援事業助成金� 171万4千円

【主な質疑】
問　事業概要は。
答　町内のNPO団体が移住体験事業と空

き家DIYのワークショップ体験事業
を計画。それに対する地域活性化セ
ンターからの補助事業。
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令和５年 第１回　上島町議会臨時会（令和５年５月26日）

令和５年 第２回　上島町議会定例会（令和５年６月20日）

（ 賛成者：○、反対者：×、欠席者：／、地方自治法第 117 条による退場者：― ）

議案番号
� 議　員　名

議　案　名

德
永
貴
久

林

　敬
生

藤
田
徹
也

山
上
耕
司

宮
地
利
雄

林

　康
彦

池
本
光
章

大
西
幸
江

亀
井
文
男

濱
田
高
嘉

池
本
興
治

藏
谷
重
文

前
田
省
二

審議結果

議　案
第51号

専決処分の承認を求めることについ
て（上島町税条例の一部を改正する
条例）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

全会一致
承 認

議　案
第52号

専決処分の承認を求めることについ
て（上島町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
全会一致
承 認

議　案
第53号

工事請負契約の締結について
（弓削高等学校学生寮整備工事） 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇

賛成７人
可 決

議　案
第54号

物品売買契約の締結について
（岩城方面隊第３分団ポンプ車購入
事業）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
全会一致
可 決

（ 賛成者：○、反対者：×、欠席者：／、地方自治法第 117 条による退場者：― ）

議案番号
� 議　員　名

議　案　名

德
永
貴
久

林

　敬
生

藤
田
徹
也

山
上
耕
司

宮
地
利
雄

林

　康
彦

池
本
光
章

大
西
幸
江

亀
井
文
男

濱
田
高
嘉

池
本
興
治

藏
谷
重
文

前
田
省
二

審議結果

議　案
第55号

上島町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

全会一致
原案可決

議　案
第56号

上島町廃棄物の処理及び環境美化に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○

賛成７人
原案可決

議　案
第57号

上島町津波コミュニティアイランド
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
原案可決

議　案
第58号

上島町サウンド波間田条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
原案可決

議　案
第59号

令和５年度上島町一般会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
原案可決

議　案
第60号

工事請負契約の締結について（弓削
庁舎空調設備改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
可 決

議　案
第61号

物品売買契約の締結について（生名
フェリー乗船券自動券売機購入事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
可 決

発　議
第２号

上島町議会議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会一致
原案可決
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　上
島
町
議
会
で
は
広
く
住

民
の
方
の
声
を
聴
く
た
め
に

ご
意
見
箱
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

・
岩
城
港
務
所

・
立
石
港
務
所

・
佐
島
港
務
所

・
せ
と
う
ち
交
流
館

・
魚
島
港
務
所

　ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
の
困

り
ご
と
や
、
疑
問
に
思
う
こ

と
、
議
会
へ
の
要
望
な
ど
、

何
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　用
紙
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。　匿

名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
お
返
事
が
必
要
な

方
は
、
お
名
前
と
ご
連
絡
先

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　回
収
は
、
毎
月
末
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　皆
様
の
貴
重
な
声
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご意見箱を設置しました

〜 ご意見箱に入っていた意見 〜
○議員関係４件　○ごみ及びごみ袋関係４件　○道の駅構想１件
○交通関係１件　○雇用関係１件　○選挙関係１件

　　様々なご意見ありがとうございます。
　　議員協議会等で情報を共有し、ご意見を反映できればと思っています。

令和 5 年度　第 1 回 町議会議員研修会
� ANAクラウンプラザホテル松山・令和 5年 8月 4日（金）

　　　第１回町村議会議員研修会に参加して� 宮地　利雄　　

　近年、全国的に現金を持たない社会になってきて、支払いはカードやスマホ決済というのも一般
的になっています。これもDX化の一部だそうです。この町にもDX化の波は緩やかに押し迫ってい
るように思います。
　さて、今回の研修は、自治体や議会のDX化の推進を目的にした研修と、議員報酬、議員定数、そ
れに政務活動費の充実に向けた論点（問題点）の研修だったと考えます。
　最初の講演によると、教育のDX化や企業のDX化、自治体のDX化、地域社会のDX化等々、デ
ジタル化の波はそこまで来ています。それについていけないのが、中・高・老年者の約８割の人だ
そうです。しかし、60歳を過ぎてデジタルを学び、今ではDX化社会の推進リーダーという人もいま
す。やればできる。私事ですが、何とかDX化の波
に乗り遅れないよう、やってみます。早く他の人に
教えてあげられるよう、頑張ります。
　次の講演は、江藤先生の議員報酬等の論点でした
が、私が気になったところは、報酬アップを議員だ
けで決めていいのか、住民と話し合ったのか、と論
じられたところです。住民の代表である議員が、も
う一度住民と話を進めても悪くないと、私は講演に
参加して感じました。



　
　弓
削
高
校
の
存
続
に
希
望
・
灯
り
か

　
私
は
弓
削
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
上
島
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、「
私
は
弓
削
高
校
の
卒
業
生
」
と
い
う

方
が
や
は
り
一
番
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
波
が
容
赦
な
く
襲
っ

て
い
る
今
日
、
こ
の
ま
ま
で
は
弓
削
高
校
の
存
続
は
危
ぶ
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
入
学
者
を
町
外
に
求
め
る
「
弓
削
高

等
学
校
学
生
寮
整
備
工
事
の
請
負
契
約
」
が
、
町
議
会
に
お

い
て
賛
否
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
後
に
可
決
。
も
う
既

に
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
は
、「
公
費
を
使
っ
た
博
打
」
は
打
つ
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
全
国
に
向
け
て
発
信
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り

の
脈
は
あ
る
も
の
と
認
識
の
う
え
事
業
展
開
を
進
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
関
係
者
の
方
々
は
今
後
、「
全
国
に
向
け

て
弓
削
高
校
を
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
」
な
ど
非
常
に
大

変
な
毎
日
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

も
、
今
後
、
継
続
的
に
入
寮
者
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
非
常
に
大
変
な
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
弓
削
高

校
に
多
く
の
方
が
入
学
を
希
望
さ
れ
て
、
一
人
で
も
多
く
の

入
寮
者
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
入
寮
さ

れ
た
卒
業
生
の
う
ち
の
何
人
か
で
も
上
島
町
に
永
住
い
た
だ

い
て
、
当
町
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当
事

業
の
成
果
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

下
弓
削
　
東
　
秀
彦

住民の声

　
～�

編
集
後
記�

～

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
、
記
事
順
番
を
変
更
致
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
一
般
質
問
を
記
事

の
最
初
で
あ
る
２
ペ
ー
ジ
目
以
降
に
移
動

す
る
も
の
で
す
。
理
由
と
し
て
、
①
議
員

活
動
の
見
え
る
化
、
②
右
開
き
冊
子
の
読

む
時
の
違
和
感
の
低
減
で
す
。

　
今
後
も
、
議
会
だ
よ
り
の
記
事
内
容
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
掲
載
方
法
に
つ

い
て
も
読
者
の
方
々
に
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
と
な
る
よ
う
改
善
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
つ
で
も
議
会
広
報
委
員
会
宛
ご
意

見
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

德
永
　
貴
久

上
島
町
議
会�

広
報
委
員

委 

員 

長

　林

　

 

康
彦

副
委
員
長

　池
本 

光
章

委

　
　員

　濱
田 

高
嘉

亀
井 

文
男

大
西 

幸
江

林 

　敬
生

德
永 

貴
久

議会の活動予定

９月

５日（火） 議会運営委員会

６日（水） 全員協議会

12日（火） 定例会

14日（木）
15日（金） 予算決算委員会

21日（木） 予算決算委員会定例会（再開）

毎月１回　例月出納検査
議会・全員協議会・常任委員会は、�
どなたでも傍聴できます。詳しい�
日程は、議会事務局（☎77−2500）�
までお問い合わせください。

　町民の皆様の声を募集しております。身近で起こった出
来事、議会について思っていること、ご希望・ご要望など何
でも結構です。是非、議会広報委員会宛にお送りください。
〈応募要件〉
　500字程度でお願いします。紙面の都合上、掲載されな
いことがあることをご了承ください。
　原稿もしくは電子メールにてご応募ください。住所･氏
名は明記してお願いします。匿名はお受けできません。
〈送り先〉
　〒794-2592　上島町弓削下弓削210
　上島町議会事務局「議会広報委員会」宛
　TEL：0897-77-2500　FAX：0897-77-4011
　E-mail：gikai@town.kamijima.ehime.jp

あなたの声をお聞かせください


